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基本指針の目標 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築 

計
画
（
Ｐ
） 

目
標
値 

 
 【令和５年度末までの目標値】 

① 精神科在院患者調査における１年以上の長期入院者数：852人 

（令和元年度精神科在院患者調査における 1年以上の長期入院者数 899人） 

② 入院後 3か月時点の退院率：69％以上 

入院後 6か月時点の退院率：86％以上 

入院後１年時点の退院率：92％以上 

③ 精神病床から退院後 1年以内の地域における平均生活日数：316日以上 
 

【目標設定の考え方等】 

① 大阪府全体の取組として、令和 5年度精神科在院患者調査における 1年以上の 

長期入院者数を目標値に設定（堺市は 852人） 

② 国の基本指針のとおり設定（国の精神保健福祉資料による） 

③ 国の基本指針のとおり設定（国の精神保健福祉資料による） ※ 大阪府全体の目標値 

 

【実績の推移】 

 

 

※ すべての入院形態での退院率は、国の精神保健福祉資料にて「集計中」である。 

そのため、病院所在地が堺市内のうち、医療保護入院における数値を「参考値」として記載 

 

③ 退院後 1年以内の地域における平均生活日数：「集計中」 

国の精神保健福祉資料によるものであるが、国の集計・データ開示が遅れており、 

集計結果が判明する時期は未定となっており、「集計中」としている。 

 

【参考】精神科病院入院者の地域移行支援利用者数 

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

3人 7人 7人 4人 10人 9人 9人 
 

①精神科在院患者調査における 1年

以上の長期入院者数 

第5期 第6期 

H30 R1 R2 R3 

入院者数（入院時所在地が堺市） 917人 899人 894人 899人 

②退院率 
第5期 第6期 

H30 R1 R2 R3 

入院後3か月 ― 
80.6％ ※ 

（参考値） 

81.3% ※ 

（参考値） 
集計中 

入院後6か月 ― 
87.4％ ※ 

（参考値） 

89.8% ※ 

（参考値） 
集計中 

入院後1年 ― 
91.9％ ※ 

（参考値） 

93.8% ※ 

（参考値） 
集計中 

↓ 

実
施
（
Ｄ
） 
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主
な
活
動
指
標 

 

○主な活動指標の一覧  

 

 
第5期 第6期 

H30 R1 R2 R3  

自立生活援助 
見込 10人／月 19人／月 29人／月 9人／月 

実績 ０人／月 ０人／月 3人／月 3人／月 

【内数】 

精神障害者の月平均利用数 

見込    7人／月 

実績    2人／月 

共同生活援助 
見込 769人／月 802人／月 835人／月 1,004人／月 

実績 805人／月 887人／月 988人／月 1,099人／月 

【内数】 

精神障害者の月平均利用数 

見込    141人／月 

実績    177人／月 

地域移行支援 
見込 13人／月 16人／月 20人／月 6人／月 

実績 2人／月 4人／月 4人／月 3人／月 

【内数】 

精神障害者の月平均利用数 

見込    3人／月 

実績    2人／月 

地域定着支援 
見込 252人／月 260人／月 270人／月 220人／月 

実績 223人／月 211人／月 204人／月 207人／月 

【内数】 

精神障害者の月平均利用数 

見込    26人／月 

実績    32人／月 

 

※ 訪問系サービス（居宅介護、重度訪問介護、行動援護、同行援護）、生活介護、自立訓

練（機能訓練、生活訓練）、就労移行支援、就労継続支援（A型、B型）の利用者数に

ついては、「福祉施設の入所者の地域生活への移行」の項目にて掲載済みであるため、省略し

ている。 

 

 

第6期 

R3 

開催回数 参加者 

保健、医療及び福祉関係者による協議の場の開催

回数、関係者ごとの参加者数 

見込 1回 のべ17人 

実績 2回 のべ46人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6期より新たに活動指標に追加 

第6期より新たに活動指標に追加 

第6期より新たに活動指標に追加 

第6期より新たに活動指標に追加 
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R３ 

年度 

評価（Ｃ） 改善（Ａ） 

【実績にかかる評価】 

 精神科在院患者調査おける1年以上の

長期入院者については、横ばい傾向が続

いており、新型コロナウイルス感染症の影

響で、院内・院外から退院の働きかけがで

きなかったことが影響していると考えられる。 

 地域移行支援利用者数はほぼ横ばいで

あり、昨年度より継続が3人、新規が6人

となっている。また、地域相談支援を担う

事業所が限られており、今後は地域移行

支援事業を担うことができる事業所を増加

させていく必要がある。 

 精神障害にも対応した地域包括ケアシス

テムの構築に係る協議の場として位置付

けられている、退院促進支援会議をオンラ

インにて2回実施。主に課題共有を行っ

た。 

【今後の取組等】 

 障害者基幹相談支援センターや地域相談支

援を担う事業所の地域移行に向けた支援は、

各精神科病院もコロナ前の支援に戻りつつある

ことから、新たな退院阻害要因がないか検討し

つつ、訪問も含めた手厚い支援をすすめていく。 

 地域移行コーディネーターが、市内の精神病院

と協力し、退院意欲の喚起のためピアサポータ

ーを活用した茶話会の開催や、職員向けの

地域移行に関する研修等の取組を行う。 

 ピアサポートに関する取組については、令和4

年度より大阪府と合同でピアサポート研修実

施を予定。体制整備をすすめていく。 

 地域移行コーディネーター、市内の精神科病

院担当者、行政担当者が参加する退院促

進支援会議にて継続的に協議を行い、課題

共有した内容について、地域生活への移行支

援に向けた取組を進める。 

 地域移行支援を担う事業所等を対象に研修

等を行い、事業所が支援しやすくなるようサポ

ートする。 

 
 


